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１ はじめに

秋田県のエダマメ栽培では、出芽を安定させるた

め、地温が低い4月下旬～5月中旬の播種はマルチ栽

培で行い、地温が安定する5月下旬～6月下旬の播種

は無マルチ栽培で行う。一方、播種時の土壌水分は、

マルチ栽培では不足しないが、無マルチ栽培では不

足しやすく、出芽が不安定になりやすい。これまで、

乾燥時の出芽に必要な水分を確保するために、播種

深度を7cmまで深くすることが報告されている2)。秋

田県農業試験場では、アップカット畝立マルチ播種

機（1行程2畝タイプ）によるエダマメの省力・安定

生産を目指しており、この播種機がいずれの作型に

も対応できるように、播種深度を調整できる構造に

改良することを検討している。前報1)では、エダマ

メの播種直後に降雨があった条件において、マルチ

栽培と無マルチ栽培における播種深度の違いが生育、

収量に及ぼす影響を報告した。本研究では播種直後

に降雨が期待できない条件において試験を行った。

２ 試験方法

(1)試験年及び場所 2017年に秋田県農業試験場内

（非アロフェン質黒ボク土）で行った。

(2)試験方法

マルチ栽培では品種‘グリーン75’を用いた。畝

間を75cm、畝の形状を高さ15cm、床幅30cm、下幅50

cmとし、厚さ0.03mmの黒色の農ポリでマルチした。

播種深度は2.5cm、5cm、7.5cm、10cmの4水準とした。

株間は20cmとし、5月2日に、くちばし状の手動式移

植器具（ハンド移植器、（株）日本甜菜製糖）を用

いて播種した。無マルチ栽培では品種‘あきたほの

か’を用いた。無マルチ栽培では、株間を25cmとし、

マルチ栽培と同様に6月19日に播種した。マルチ栽

培、無マルチ栽培とも、1株あたりの本数を1本とし

た。収穫はマルチ栽培では7月25日、無マルチ栽培

では9月19日に行った。基肥は化成肥料を用いて、

マルチ栽培ではN:P2O5:K2O=0.6:1.8:1.8kg･a
-1
、無マ

ルチ栽培ではN:P2O5:K2O=0.2:0.5:0.5kg･a
-1
施用した。

各試験区は1区5㎡とし、3反復で実施した。

３ 試験結果及び考察

(1)マルチ栽培における播種深度の違い

播種から4日目の5月6日に10mmの降雨があった

（データ略）。降雨前日の5月5日の土中での発芽率

は、播種深度が深いほど高かった（表1）。5月5日

の発芽調査までの平均地温は、2.5cm区が17.3℃と

最も高く、7.5cm区と10cm区が15.8℃と低かった

（表2）。最高地温も浅いほど高かったが、最低地

温は浅いほど低かった。発芽調査までの土壌の体積

含水率は、深くなるほど高かった。出芽期(全体の

半数が出芽した日)は、2.5cm区と5cm区が5月15日と

最も早かった（図1）。7.5cm区と10cm区では胚軸が

折れ曲り出芽できない障害がみられ、10cm区の最終

的な出芽率は52%と低かった。商品収量は5cm区が最

も多い傾向であった（表3）。

(2)無マルチ栽培における播種深度の違い

播種から2日目の6月21日の12時から23mmの降雨が

あった（データ略）。6月21日の降雨前の発芽率は

播種深度が深いほど高かった（表1）。2.5cm区は種

子の吸水量が明らかに少なく、その後の降雨がなけ

れば、発芽が困難な状況であったと考えられた（図

2）。無マルチ栽培ではマルチ栽培時より発芽調査

までの地温が高く、土壌の体積含水率が低かった

（表2）。深さに伴う地温と土壌の体積含水率の動

態はマルチ栽培と同様であった。出芽期は、2.5cm

区と5cm区が6月26日で最も早かった（図3）。商品

収量は、5cm区が最も多い傾向であった（表3）。

(3)播種直後に降雨が期待できない条件における播

種深度の影響

前報1)では、播種直後（翌日）に降雨があり、播

種深度が浅いほど出芽期が早かった。本研究では、

播種直後に降雨がなかったことから、2.5cm区では

土中での発芽が遅れたのに対し、5cm区では発芽が

順調に進み、2.5cm区と5cm区の出芽期は同日になっ

た。また、前報1)では、播種深度が浅いほど収量が

多い傾向であったが、本研究では、5cm区の収量が

2.5cm区よりも多い傾向であった。以上のことから、

出芽期が早いほど収量は高まるが、土中での順調な
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発芽の良否も収量に影響を及ぼすと考えられた。従

って、播種後の降雨が期待できない場合は、播種深

度を深くして、土中での発芽を順調に経過させるこ

とが栽培技術として有効であると考えられた。しか

し、7.5cmより播種深度を深くすると胚軸が折れ曲

がり出芽できない障害により出芽率が低下する傾向

がみられたことから、実際の現場で降雨が期待でき

ない場合は、5cm程度が適当であり、7.5cmより深く

しないことに注意する必要があると考えられた。

４ まとめ

播種直後に降雨が期待できない条件において、マ

ルチ栽培と無マルチ栽培における播種深度の違い

（2.5cm、 5cm、7.5cm、10cm）が生育、収量に及ぼ

す影響を検討した。2.5cmでは土中での発芽が遅れ、

マルチ栽培、無マルチ栽培とも2.5cmと5cmの出芽期

は同日になった。発芽から出芽まで順調に進んだ

5cmの収量は、2.5cmの収量を上回る傾向であった。

7.5cmより深くすると胚軸が折れ曲がり出芽でき

ない障害により出芽率が低下する傾向がみられたこ

とから、降雨が期待できない場合の播種深度は、

5cm程度が適当であると考えられた。
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表1 播種深度の違いが土中での発芽率に及ぼす影響

図2 播種深度による土中での発芽の状況

（無マルチ栽培播種2日後、6月21日）

表2 播種から発芽調査までの地温と土壌の体積含水率の推移

図1 マルチ栽培における播種深度の違いが

出芽に及ぼす影響

図3 無マルチ栽培における播種深度の違い

が出芽に及ぼす影響表3 播種深度の違いが生育と収量に及ぼす影響
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播種深度

2.5cm 17 b
x 0 c

5cm 75 a 58 b

7.5cm 92 a 67 ab

10cm 100 a 100 a
z播種3日目の5月5日11:00に調査、播種後から調査時まで降雨なし
y播種2日目の6月21日8:00に調査、播種後から調査時まで降雨なし
X
異なる英文字間には5％水準で有意差あり （Tukey法）

土中での発芽率（％）

マルチ栽培
z

無マルチ栽培
y

区分

2.5cm 5cm 7.5cm 10cm 2～7cm 7～12cm 2.5cm 5cm 7.5cm 10cm 2～7cm 7～12cm

平均 17.3 16.6 15.8 15.8 22.5 27.9 23.3 23.3 22.9 21.9 21.7 25.4
最高 31.9 27.6 22.3 21.1 23.2 28.9 34.8 32.8 30.2 26.9 22.9 26.3

最低 6.9 8.3 10.0 10.9 22.0 26.8 16.2 16.9 17.4 17.7 20.7 24.2
z
5月2日14:00～5月5日11:00までの平均、

y
6月19日14:00～6月21日8:00までの平均

マルチ栽培
z

無マルチ栽培
y

地温（℃） 土壌の体積含水率（％） 地温（℃） 土壌の体積含水率（％）

分枝数 苗立ち 商品莢

作型 播種深度 本数 割合

(本) (株/㎡) （％）

2.5cm 213 4.9 6.7 48 61 45 ab
z

5cm 255 5.1 6.7 57 68 57 a

7.5cm 227 4.2 6.5 43 67 46 ab
10cm 236 4.3 4.5 48 61 33 b

2.5cm 505 ab 6.9 5.3 71 a 61 84 ab

5cm 531 a 7.4 5.3 76 a 61 90 a

7.5cm 478 ab 7.5 5.2 72 a 56 75 ab
10cm 440 b 6.3 4.6 63 b 62 65 b

z異なる英文字間には5％水準で有意差あり （Tukey法）

試験区 地上部重 草丈 主茎節数 商品1株当り

収量

(g) (cm) (節) （kg/a）

莢数

（個）

55 9.4

マルチ栽培

59 10.0

60 10.0

58

15.0

15.2

15.3

15.1

9.4

無マルチ栽培

104

103

102

101
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